
昨年の12月25日、「第5次男女共同
参画基本計画～すべての女性が輝く令
和の社会へ～」が閣議決定されました。

第５次男女共同参画基本計画は、令
和12年度末までの「基本認識」並びに
令和７年度末までを見通した「施策の
基本的方向」および「具体的な取組」
を定めるものです。

全11分野の中から３つの分野をピッ
クアップして紹介します。

女性は日本の人口の51.3％、有権者
の51.7％を占めています。しかし、
ジェンダー・ギャップ指数2020では
153カ国中121位、管理的職業従事者に
占める女性の割合は14.8％、衆議院の
女性議員比率は9.9％と女性の経済や
政治への参画は国際的に見て非常に遅
れています。

原因としては、「立候補や議員活動
と家庭生活の両立が困難」「人材育成
の機会の不足」「固定的な性別役割分
担意識」などが挙げられ、男女の置か
れた社会的状況の格差の解消しなくて
はなりません。

下記のひとり親世帯の就業状況等
の表のように、男性よりも女性の方
が経済的な面で貧困などの生活上の
困難に陥りやすいです。

そのため、個人の置かれた状況に
寄り添った切れ目のない支援を行う
とともに、その支援が届きやすくな
るように改善に努めることが必要で
す。

第5次男女共同参画基本計画
が閣議決定されました！
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（裏面に続く）

第１分野
政策・方針決定過程への女性の参画拡大

▼政府の目標・具体的な取り組み

・2020年代の早期に、指導的地位に
占める女性の割合が30％程度となる
よう目指して取り組む

・2030年代には、誰もが性別を意識
することなく活躍でき、指導的地位
にある人々の性別に偏りがないよう
な社会となることを目指す

・政治に参画しようとする女性の育
成やネットワーク構築等の場を提供

・国家公務員の男性職員の育児に伴
う休暇・休業の取得の促進

第６分野
男女共同参画の視点に立った貧困等生活
上の困難に対する支援と多様性を尊重す
る環境の整備



女性と男性が災害から受ける影響の
違いなどが配慮され、男女共同参画の
視点からの災害対策が行われることが、
災害に強い社会の実現にとって必須と
なっています。

昨年からの新型コロナウイルス感染
症の拡大によって顕在化した配偶者等
からの暴力や性暴力の増加・深刻化の
懸念、また女性の雇用や所得への影響
は、私たちに男女共同参画の重要性を
改めて認識させることになりました。

男女共同参画社会への実現に向けて
取り組みを進めることは、「男女」に
とどまらず、年齢も、国籍も、性的指
向・性自認（性同一性）に関すること
等も含め、幅広く多様な人々を包摂し、
全ての人々が幸福を感じられる社会の
実現にもつながるものです。

男女共同参画基本計画の改定をきっ
かけに、日々の生活から少しでも男女
共同参画について考えてみましょう。

また、性的指向・性自認（性同一
性）に関することや、障がいがあるこ
となどを理由とした社会的な困難を抱
えている人たちに対して、正しく理解
し、社会全体が多様性を尊重する環境
づくりを進めることも同時に求められ
ています。

災害は、地震、津波、風水害などの
自然現象と、それを受け止める側の社
会の在り方により、被害の大きさが決
まってくると考えられています。

今後、南海トラフ地震や首都直下型
地震などの大規模災害の発生が想定さ
れていますが、未だに男女共同参画の
視点からの防災・復興の取り組みが十
分に浸透しているとは言い難い状況で
す。

第８分野
防災・復興、環境問題における男女共同
参画の推進

▼政府の目標・具体的な取り組み

・都道府県防災会議における女性委
員の割合について、女性の参画拡大
に向けた取り組みを促進するように
要請。また市町村防災会議について
も、女性委員の割合を増大する取り
組みを促進する

・地方公共団体の災害対策本部につ
いて、女性職員や男女共同参画職員
の配置をする。

・発災時に現地に国の職員を派遣す
ることや、被災経験や支援実績のあ
る男女共同参画センター等による協
力を含め、支援の強化を進める。

男女共同参画社会への実現に向けて

▼政府の目標・具体的な取り組み

・養育費の支払い確保に向けた調
査・検討を進めるとともに養育費制
度を見直すための法改正を検討する

・ひとり親家庭などへの総合的な支
援を展開するとともに、支援情報の
提供を行う

・人権教育・啓発活動の促進や、人
的侵害の疑いのある事案を認知した
場合の調査や救済活動の取り組みを
進める



次のテーマで男女共同参画啓発の
パネル展を開催しました。

男女共同参画パネル展を開催しました

『女性の政治参画』
とき ６月１日～８日
ところ 市民ふれあいサロン
（コアビバイ内）

新型コロナウイルス感染症の問題に伴い、生活への不安やストレスによる
ＤＶの増加や深刻化が懸念されています。昨年度のＤＶの相談件数は、配偶
者暴力相談支援センターと内閣府が開設した「ＤＶ相談プラス」に寄せられ
た相談件数を合わせると、19万30件となり、2019年度の約１.６倍増加して
います。

市や道、国では、配偶者や交際相手からの暴力等に悩む方からの相談をお
受けしています。「これってＤＶかな？」「暴力を振るわれている」「今す
ぐパートナーから逃げたい」といった配偶者や恋人同士でのＤＶでお悩みの
方は、下記までご相談ください。

※配偶者の方については「配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関
する法律」により、専門の相談や必要に応じて一時保護、配偶者の接近禁止
などの申立制度などが定められています。

ＤＶ・デートＤＶに悩む方のための相談窓口

●美唄市役所美唄デザイン課広報情報係
☎０１２６-６３-０１１３（平日８時45分～17時15分）

●配偶者暴力相談支援センター(空知総合振興局内)
☎０１２６-２５-５６４８(平日９時～17時）

●ＤＶ相談＋（プラス）
☎０１２０-２７９-８８９（24時間受付）
（メール、チャットでの相談可。詳細はhttps://soudanplus.jp/）

https://soudanplus.jp/


Ｄｕｏの会屋外活動

Ｄｕｏの唄 皆さんからの作品を募集しています！

このコーナーでは、男女共同参画に関するさま
ざまな思いを綴った唄を掲載しています。特に決
まった形式ではなく、身近な生活の中で感じたこ
とや疑問に思っていることなどを、川柳のような
短い言葉で表現したものです。

どなたでも大歓迎ですので、自身で作った唄を
会報に載せてみませんか？興味のある方はぜひ事
務局まで。
また、掲載させていただいた方にはささやかで

すが いたします。
応募多数の場合は、作品を選定させていただき

ますので、あらかじめご了承願います。

編集後記

「美唄市男女共同参画推進協議会（通称Ｄuoの会）｣会員募集中！

新規会員を募集しています。男女共同参画社会づくりに向けて学習し、家庭や職場・
地域など身近な場面で取り組んでいくことを目的としています。興味のある方は、ぜひ
ご連絡ください。
◆入会申込・問合せなど◆
事務局（美唄市役所美唄デザイン課広報情報係内）ＴＥＬ ０１２６―６３―０１１３へ

Ｄｕｏの会の存在や活動内容を知っていた
だくため、例年８月の歌舞裸まつりと２月の
雪んこまつりにおいて、来場者の方に会報配
布などを行い、ＰＲ活動をしています。（昨
年度は会場での開催がなく中止）
今後もより多くの方に「男女共同参画」に

ついて知っていただくために、さまざまな活
動を行っていきますので、会報「Ｄｕｏ」を
ぜひご一読ください。

東京や沖縄、その他道内など、夏は毎年友人と旅行に行っていましたが、昨年に引き続
き今年もコロナで行けず自宅で過ごしています。行きたい場所や会いたい人もたくさん
いますが、今はまだ我慢のとき……。若年層へのワクチン接種が進んでいますが、まだ
まだ気を緩めずにしっかりと感染予防をしていきましょう。

（OSaKaNa3）


